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本
書
は
日
本
に
お
け
る
台
湾
文
学
研
究
の
先
駆
者
た
ち

に
よ
る
、
日
本
で
初
め
て
の
網
羅
的
な
台
湾
文
学
通
史
で

あ
る
。
執
筆
者
九
名
お
よ
び
、
序
章
で
名
を
挙
げ
ら
れ
て

い
る
二
十
人
近
い
日
本
人
研
究
者
の
四
半
世
紀
に
わ
た
る

集
大
成
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
書
に
収
ま
り
き
ら
な
い
台

湾
文
学
の
多
様
性
と
多
重
性
と
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
台
湾
で
単
行
本
化
さ
れ
た
台
湾
文
学
通
史
と
し
て
は
、

葉
石
濤
（
一
九
二
五

－

二
〇
〇
五
）
が
戦
前
戦
後
自
ら
台

湾
文
学
創
作
・
批
評
の
場
を
生
き
つ
つ
上
梓
し
た
『
台
湾

文
学
史
綱
』（
文
学
界
雑
誌
社
、
一
九
八
七
年
）
が
、
今

な
お
主
要
な
指
針
と
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
、
同

著
の
邦
訳
版
『
台
湾
文
学
史
』（
研
文
出
版
）
が
中
島
利

郎
、
澤
井
律
之
訳
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
邦
訳
著

は
中
島
、
澤
井
両
氏
に
よ
る
葉
石
濤
へ
の
質
疑
応
答
と
資

料
的
裏
づ
け
に
よ
り
、
実
証
的
な
訳
注
と
解
説
、
索
引
と

を
備
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
原
著
者
で
あ
る
葉
石
濤
、
ま

た
彼
の
弟
子
で
台
湾
文
学
史
家
の
彭
瑞
金
は
、
原
著
を
補

強
し
た
中
島
、
澤
井
両
氏
の
訳
注
・
解
説
の
学
術
的
価
値

を
高
く
評
価
し
、
逆
に
そ
れ
ら
を
中
国
語
訳
し
て
付
し
た

バ
ー
ジ
ョ
ン
『
台
湾
文
学
史
綱
』（
彭
瑞
金
序
、
中
国
語

訳
：
彭
萱
、
高
雄
：
春
暉
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
を
台

湾
で
出
版
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
彭
瑞
金
氏

に
よ
る
戦
後
四
〇
年
を
中
心
と
し
た
文
学
史
も
、『
台
湾

新
文
学
運
動
四
〇
年
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
と
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し
て
中
島
、
澤
井
両
氏
に
よ
り
邦
訳
さ
れ
た
。

　
本
書
の
編
著
者
の
一
人
、
中
島
利
郎
氏
「
あ

と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
上
述
の
葉
、
瑞
氏
の
台

湾
人
研
究
者
な
い
し
台
湾
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
の
「
自
主
独
立
し
た
台
湾
文
学
」
い
わ
ゆ

る
「
台
湾
文
学
の
本
土
化
」
を
基
調
と
し
た
文

学
史
に
は
深
く
感
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
、
し
か

し
そ
れ
ら
に
対
し
、
日
本
人
の
立
場
で
台
湾
文

学
史
を
書
い
た
ら
ど
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
問
題
提
起
が
本
書
の
出
発
点
で
あ

る
（
五
二
六
頁
）。
日
本
と
い
う
視
座
は
、
日

本
語
で
書
か
れ
た
た
め
に
、
あ
る
い
は
政
治
的

理
由
に
よ
り
台
湾
で
は
可
視
化
さ
れ
な
か
っ
た

文
学
に
対
し
て
、
一
種
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
立
場

で
あ
り
う
る
。「
も
ち
ろ
ん
、
台
湾
文
学
の
主

人
公
は
台
湾
人
で
あ
る
」
と
い
う
前
提
の
も

と
、
日
本
人
な
ら
で
は
の
角
度
か
ら
台
湾
文
学

に
か
か
る
問
題
を
提
起
し
、
今
後
の
台
湾
文
学

研
究
の
更
な
る
深
化
と
拡
充
に
寄
与
す
る
こ
と

を
本
書
は
目
し
て
い
る
。

　
台
湾
文
学
の
範
囲
を
ど
の
よ
う
に
区
切
る

か
。
台
湾
文
学
に
欠
か
せ
な
い
こ
の
問
い
へ

の
ス
タ
ン
ス
は
、
序
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
彭
瑞
金
『
台
湾
新
文
学
運
動
四
〇
年
』

は
、
日
本
統
治
期
の
新
文
学
運
動
史
は
基
本
的

に
反
抗
運
動
史
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
る
た

め
、
彭
氏
の
区
切
り
で
は
、
在
台
日
本
人
作
家

お
よ
び
「
内
地
」
文
壇
で
台
湾
を
描
い
た
作
品

な
ど
は
台
湾
文
学
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。
そ

れ
に
対
し
、
本
書
は
基
本
的
に
黄
得
時
「
台
湾

文
学
史
序
説
」（『
台
湾
文
学
』
第
三
巻
三
号
、一

九
四
三
年
七
月
）
の
分
類
を
引
き
継
い
で
い

る
。
平
た
く
言
え
ば
、
表
現
者
を
台
湾
人
と
台

湾
在
住
者
に
限
定
し
な
い
な
ど
、
台
湾
文
学
を

広
義
で
と
ら
え
る
。
葉
石
濤
も
ま
た
、「
台
湾

以
外
の
地
で
出
生
し
、
台
湾
を
訪
れ
た
こ
と
も

な
く
、
台
湾
に
関
す
る
作
品
を
書
き
国
外
で
文

学
活
動
を
し
て
い
た
と
し
て
も
台
湾
文
学
と
見

な
し
た
」
黄
得
時
を
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
で
マ
ク

ロ
な
観
点
」
と
肯
定
し
て
い
る
か
ら
（
二
九
九

頁
）、
本
書
は
葉
石
濤
の
観
点
を
引
き
継
い
で

い
る
と
も
言
え
る
。
加
え
て
本
書
は
、「
作
者

は
台
湾
以
外
の
出
身
で
あ
る
が
、
台
湾
旅
行
や

台
湾
で
の
生
活
体
験
が
あ
っ
て
、
台
湾
を
去
っ

た
後
に
台
湾
以
外
の
地
に
お
い
て
文
学
活
動
を

な
し
た
場
合
」、
具
体
的
に
は
佐
藤
春
夫
や
真

杉
静
枝
ら
の
ケ
ー
ス
も
範
囲
に
含
め
て
い
る
。

　
構
成
は
、
前
掲
・
中
島
氏
「
あ
と
が
き
」
に

い
う
紀
伝
体
形
式
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
〜

九
章
で
、
日
本
統
治
期
の
台
湾
近
代
文
学
成
立

か
ら
戒
厳
令
解
除
の
現
代
ま
で
を
、
従
来
の
台

湾
文
学
史
と
同
様
に
編
年
式
に
追
う
。
そ
の
上

で
、
後
半
の
第
十
〜
十
四
章
は
「
内
地
」
の
作

家
た
ち
、
現
代
詩
史
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
別
の
文
学

史
を
配
し
、
前
半
の
編
年
体
文
学
史
を
補
足
補

強
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
編
年
体
部
分
に
お

い
て
も
張
我
軍
、
頼
和
、
張
文
環
、
呉
濁
流
、

鍾
理
和
と
い
っ
た
キ
ー
・
パ
ー
ソ
ン
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し
た
時
代
を
代
表
さ
せ
て

一
節
以
上
を
当
て
る
な
ど
、
列
伝
の
よ
う
に
読

め
る
部
分
も
多
い
。

　
以
下
、
従
来
の
台
湾
文
学
史
で
は
取
り
上
げ

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
、
日
本
人
か
ら
の
視
座

に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
を
中

心
に
紹
介
し
た
い
。

　
二
・
二
八
事
件
は
台
湾
で
も
既
に
タ
ブ
ー
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
。
だ
が
第
五
章
第
二
節

「
二
・
二
八
事
件
と
文
学
」
に
お
い
て
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
取
材
し
た
た
め
に
遭
難
し
た
作
家
か

ら
八
〇
年
代
以
降
漸
く
口
を
開
い
た
作
家
に
い

た
る
二
・
二
八
事
件
を
め
ぐ
る
語
り
は
、
抜
粋

を
辿
る
だ
け
で
も
重
苦
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。
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そ
の
中
で
、
日
本
に
亡
命
し
た
王
育
徳
を
言
語

学
者
や
歴
史
家
と
し
て
で
は
な
く
、
二
・
二
八

事
件
を
め
ぐ
る
文
学
現
象
の
中
に
位
置
づ
け
る

研
究
は
、
ま
だ
少
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
女
性
文
学
や
ク
ィ
ア
文
学
、
ま
た
探
偵
小
説

な
ど
の
大
衆
小
説
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と

は
、
昨
今
一
般
的
に
な
っ
て
き
た
。
台
湾
文
学

の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
表
象
は
、

寧
ろ
東
ア
ジ
ア
で
は
オ
ー
プ
ン
な
方
で
あ
ろ

う
（『
台
湾
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

文
学
』
シ
リ
ー
ズ
全
四
巻
、
黄
英
哲
・
白
水
紀

子
・
垂
水
千
恵
編
、
作
品
社
、
二
〇
〇
八

－

二

〇
〇
九
年
）。
そ
れ
で
も
、
今
後
日
本
に
お
け

る
台
湾
文
学
史
の
経キ
ャ
ノ
ン典

と
な
る
で
あ
ろ
う
本
書

に
、「
女
性
文
学
の
系
譜
」「
ク
ィ
ア
文
学
」
の

節
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
は
意
義
深
い
（
第
九

章
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
さ

れ
て
い
た
文
学
と
は
別
の
次
元
だ
が
、「
馬
華

文
学
」
が
一
項
目
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
の

も
、
台
湾
文
学
の
線
引
き
に
つ
い
て
一
つ
の
見

解
を
示
し
て
い
る
。

　
同
様
に
、
台
湾
児
童
文
学
な
い
し
植
民
地
児

童
文
学
と
し
て
昨
今
研
究
が
は
じ
ま
っ
た
分

野
を
、
本
書
は
経キ
ャ
ノ
ン典

入
り
さ
せ
た
。
第
一
一

章
「
日
本
統
治
期
の
台
湾
文
学
と
「
内
地
」
の

作
家
た
ち
」
で
挙
げ
ら
れ
た
“
日
本
の
ア
ン
デ

ル
セ
ン
”
久
留
島
武
彦
は
、「
読
み
聞
か
せ
」

教
育
の
大
御
所
で
あ
る
が
、
台
湾
の
文
学
通
史

の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
は
初
め
て
で
は
な

い
か
。
本
章
で
は
、
久
留
島
や
宇
野
浩
二
の
活

動
に
よ
り
、
多
く
の
台
湾
を
描
い
た
童
話
、
台

湾
の
伝
説
・
神
話
が
、
円
本
ブ
ー
ム
も
相
ま
っ

て
、
昭
和
初
期
の
子
ど
も
た
ち
に
台
湾
な
い
し

台
湾
原
住
民
族
イ
メ
ー
ジ
を
植
え
付
け
て
い
っ

た
様
を
考
察
し
て
い
る
。

　
一
方
で
第
一
一
章
は
、
台
湾
を
描
い
た
作
家

と
し
て
知
ら
れ
る
佐
藤
春
夫
だ
け
で
な
く
、
森

鷗
外
、
徳
富
蘆
花
、
北
原
白
秋
、
野
上
弥
生
子

ら
驚
く
ほ
ど
大
勢
の
「
主
流
」
の
文
学
者
た
ち

が
、
史
実
に
基
づ
い
て
、
或
い
は
旅
行
者
と
し

て
、
台
湾
を
描
い
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。「
内
地
」
と
南
洋
と
の
中
継
地
点
、

か
つ
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
中
心
地
で
あ
っ
た

台
湾
は
、
国
策
と
し
て
表
象
を
奨
励
さ
れ
た
。

し
か
し
外
的
要
請
以
前
に
、
作
家
は
こ
の
南
国

に
創
作
意
欲
を
触
発
さ
れ
た
こ
と
が
浮
か
び
上

が
る
。
中
で
も
、「
霧
社
事
件
」
を
題
材
と
す

る
日
本
人
作
家
の
作
品
は
、
戦
中
戦
後
か
ら
二

一
世
紀
ま
で
視
点
を
変
え
つ
つ
生
み
出
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
日
本
文
学
の
一
テ
ー
マ
と
な
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
霧
社
事
件
を
扱
っ
た
作

家
の
系
譜
に
は
、
日
本
文
学
と
台
湾
文
学
が
分

か
ち
難
く
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
な
し
て
い
る

こ
と
が
典
型
的
に
現
れ
て
い
よ
う
。

　
台
湾
原
住
民
族
文
学
へ
の
注
目
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
や
は
り
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
、

最
終
章
全
体
を
割
い
て
い
る
こ
と
は
画
期
的
で

あ
る
。
原
住
民
族
が
書
写
言
語
と
し
て
初
め
て

獲
得
し
た
の
は
日
本
統
治
時
代
の
日
本
語
で
あ

り
、日
本
語
に
よ
る
歌
、日
記
、手
紙
、警
察
機

関
の
機
関
誌
『
理
蕃
の
友
』
な
ど
へ
の
投
稿
に

よ
っ
て
自
己
表
現
を
は
じ
め
、
民
族
の
語
り
を

継
承
し
て
い
っ
た
。戦
後
は
日
本
時
代
に
主
流

だ
っ
た
文
学
者
た
ち
と
同
様
に
、
約
二
十
年
の

空
白
を
経
て
中
国
語
で
創
作
を
は
じ
め
、
今
日

長
編
小
説
と
歴
史
の
描
き
直
し
の
段
階
に
い

た
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
な
ぜ
原
住
民
族
の
作

品
は
戦
前
戦
中
に
は
『
理
蕃
の
友
』
等
特
殊
な

メ
デ
ィ
ア
に
限
ら
れ
、
一
般
文
芸
誌
に
掲
載
さ

れ
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
章

の
記
述
を
読
ん
だ
限
り
で
は
、
そ
う
い
う
疑
問
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が
残
っ
た
。

　
文
学
史
か
ら
は
み
出
し
て
き
た
作
家
と
し

て
、
本
書
は
特
に
葉
歩
月
、
黄
霊
之
を
初
め
て

俎
上
に
載
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
型
破
り
な
表
現
者
と

し
て
の
魅
力
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
る
。
第

五
章
は
葉
歩
月
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
葉
歩
月

の
本
業
は
医
者
、
軽
妙
洒
脱
な
文
体
で
、
戦
後

初
期
に
は
優
れ
た
探
偵
小
説
な
い
し
科
学
小
説

を
残
し
た
が
、
そ
の
後
の
時
代
の
混
迷
の
中
で

作
家
と
し
て
は
埋
没
し
て
き
た
。
没
後
三
五
年

経
っ
て
出
版
さ
れ
た
「
七
色
の
心
」（『
日
本
統

治
期
台
湾
文
学
集
成
〈
20
〉
葉
歩
月
作
品
集

⑵
』
緑
陰
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
は
、
葉
歩
月

の
母
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
日
本
統
治
時
代
か
ら

一
九
六
○
年
代
目
前
ま
で
台
湾
人
の
一
家
族
を

描
い
た
大
河
小
説
で
あ
り
、「
近
代
台
湾
の
古

典
的
な
名
作
と
し
て
残
っ
て
い
く
に
違
い
な

い
」（
二
二
五
頁
）
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
な

お
葉
歩
月
の
節
は
、
紙
幅
の
関
係
で
本
書
か
ら

削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
「
台
湾
の
大
衆
文
学

史
」（
前
掲
「
あ
と
が
き
」）
の
一
部
で
あ
ろ
う
。

　
第
七
章
第
一
節
は
、
戦
後
の
台
湾
で
日
本
語

作
品
を
書
き
続
け
る
と
い
う
「
異
常
な
行
為
」

を
続
け
て
二
一
世
紀
な
お
現
役
の
作
家
・
黄
霊

之
（
一
九
二
八

－

）
を
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
し
て
い

る
。
黄
霊
之
は
戦
後
に
な
っ
て
日
本
語
創
作
を

は
じ
め
、
苦
労
の
末
に
中
国
語
を
マ
ス
タ
ー
、

中
文
作
家
と
し
て
認
め
ら
れ
た
が
、
日
本
語
と

中
国
語
の
狭
間
で
葛
藤
し
続
け
る
。
七
〇
年
代

か
ら
は
台
湾
俳
句
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
後
三

十
年
に
わ
た
る
俳
人
と
し
て
の
業
績
が
日
本
で

評
価
さ
れ
、
叙
勲
さ
れ
た
。
本
節
は
、
黄
霊
之

が
台
湾
最
後
の
日
本
語
作
家
と
し
て
、
特
異

な
「
継
続
性
の
な
い
歴
史
的
作
家
と
な
る
可
能

性
」
を
示
し
て
い
る
。

　
簡
便
性
と
い
う
レ
ベ
ル
の
こ
と
で
恐
縮
で
あ

る
が
、
文
学
史
と
い
う
性
格
上
、
索
引
が
あ
る

と
有
り
難
か
っ
た
。
前
述
し
た
本
書
の
方
法

は
、
編
年
体
と
後
半
の
「
列
伝
」
を
読
み
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
作
家
或
い
は
作
品
に

つ
い
て
も
多
様
な
捉
え
方
を
可
能
に
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
葉
石
濤
に
つ
い
て
は
、
序
章
で

台
湾
文
学
史
研
究
者
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
伝
記
的

事
項
は
第
八
章
で
詳
述
さ
れ
る
。
同
様
に
、
黄

得
時
に
よ
る
台
湾
文
学
史
の
五
分
類
は
、
序
章

で
は
台
湾
文
学
の
範
囲
を
検
討
す
る
意
味
で
挙

げ
ら
れ
、
第
八
章
で
は
黄
と
葉
石
濤
の
台
湾
文

学
に
お
け
る
重
点
の
違
い
を
示
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
文
脈
で
提
示
さ
れ
る
。
作
品
の

例
を
挙
げ
れ
ば
、
山
部
歌
津
子
の
「
蕃
人
ラ
イ

サ
」
は
霧
社
事
件
（
一
九
三
〇
）
を
扱
っ
た
文

学
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
一
方
、
台
湾
原
住
民
族

を
描
い
た
作
品
群
の
中
で
も
登
場
す
る
。
な
ど

な
ど
、
編
年
史
と
作
家
作
品
論
と
を
見
比
べ
て

学
び
た
い
者
に
と
っ
て
は
、
索
引
が
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
編
年
史
で
は
詩
史
へ
の

言
及
が
少
な
く
、
各
論
に
当
た
る
現
代
詩
史
は

一
九
五
〇
年
代
か
ら
語
り
起
こ
さ
れ
る
た
め
、

浅
学
な
筆
者
に
と
っ
て
は
、
植
民
地
期
詩
史
が

別
途
立
て
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
よ
り
分
か
り
や

す
か
っ
た
。
む
ろ
ん
、
本
書
の
挙
げ
る
参
考
論

文
を
参
照
す
れ
ば
済
む
問
題
に
過
ぎ
な
い
。

　
総
じ
て
、
本
書
は
今
後
、
台
湾
文
学
通
史
の

基
本
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
と
と
も
に
、
台
湾
文
学
の
文
学
史
的
研

究
、
作
品
研
究
、
ま
た
今
後
生
み
出
さ
れ
る
創

作
い
ず
れ
に
も
、
有
り
余
る
可
能
性
を
示
唆
し

て
い
る
。


